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工学部構内・校舎内を 

ドローンで撮影しました！ 

（20２4年11月撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

PC からは   三重大工学部 ドローン で検索 

懐かしい風景をYou 

Tubeで公開中！ 
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6月28日（日）11時半より、津みやびを会場に懇親を兼ねての年次総会が開催されました。年次総会と

言っても会員向けのメーリングリストに開催を呼びかけるだけの試行的なもので、今年度がその2回目、

役員を含めて16名の参加（うち1名は委任の形）がありました。会議は以下の議事次第に従い進められ

ました。 

１．開会 

２．総会成立宣言 

３．会長挨拶  

４．来賓ご挨拶 

５．議長選出 

６．議事録署名人選出 

７．議事 

 第1号議案 2025年度事業報告 

 第2号議案 2025年度決算報告 

 第3号議案 三重大学工学部同窓会会則の改正について 

 第4号議案 2026年度役員選任案 

 第5号議案 2026年度事業計画案 

 第6号議案 2026年度予算案 

８．その他 

９．閉会 

 ４．の来賓ご挨拶ではこの4月に就任された工学研究科長の今西誠之先生よりお抱負と工学部同窓会

への期待についてお話しいただきました。 

 第3号議案の「三重大学工学部同窓会会則の改正について」は、限られたスタッフでの運営で現状の

会則どおりに進めることが困難な部分を現状に即した

形にすることと、会員の組織化を無理なく進められる

ことを意図したもので、実質は大きく変わるものでは

ありませんが、会則の文言上は全面的な改正となりま

す。そこで会員への周知とご意見をいただく期間が設

ける必要があるだろうということで、作業としては進

め、会員のご意見を集約して一年後の年次総会で正

式に決定するということで承認されました。他の議案

についてもいくつか質疑応答の上で承認されました。 

 

報告者： 松岡 守 （5 期電気）
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経歴～卒業後のあゆみとエピソード 

三重県桑名市出身。1972年、三重大学工学部工業化学科に入学（4期生）。工学

部で3番目の女子学生。初対面ではいつも「工学部への入学理由」を聞かれ、説

明に苦労した。1976年卒業後、名古屋工業大学大学院応用化学課修士課程に

入学。こちらでは、だれも入学理由を尋ねなかった。『さすが名古屋は都会である』

と岡部さんは語る。専攻は電気化学（グルコースセンサーの開発）。同課程修了後は、化粧品製造会社

を経てソフトウエア開発に従事した後、独立。1993年、株式会社サクラソフトハウスを設立し、ソフトウエ

ア開発に専念。2011年には、簡易郵便局の経営をはじめる。現在は2局の簡易郵便局を運営し、過疎

地のユニバーサルサービスに貢献しつつ、小さなソフトウエア会社も営んでいる。 

 

同窓会へのお誘い 

このたび、三重大学工学部同窓会において女性活躍担当という役員を拝命いたしました、4期生の岡部

憲子です。この役目は、社会で活躍されている三重大学工学部出身の女性を探し出し、同窓会に女子

力を注ぎこむ役目です。 

私はこれまで、修了した大学の同窓会名簿管理システムの運営に携わっており、名簿管理の知見が多

少ございます。また、その大学の女性だけの同窓会にも参加し、工学部出身の女性の活躍も頼もしく感

じております。私が就職した50年前とは、社会が大きく変わったことを実感しました。 

現在、三重大学工学部の女子学生の比率は、応用化学32％、建築学科30％、電子情報工学22％、情

報10％、機械8％、電気電子6％、平均で16％です。これだけたくさんの女子学生さんがみえるのなら、

同窓会に女子力をたっぷりと注ぎ込んでいただきたいものです。 

日本の総理大臣もようやく女性になり、女性活躍の場を広げるにあたり、女子技術者を増やすため、工

学部女子学生の数を現在の20％から30％に増やすという目標を掲げました。各大学はオープンキャン

パスで女子高校生に工学部へ興味をもってもらうために、女子学生や卒業生を動員し、学校生活や卒

業生の企業での活躍、家庭生活などを紹介するイベント等を企画してお

り、卒業生の協力が必要になっています。そのために、同窓会へ女性卒業

生をお誘いしたいと思います。 

皆様、ぜひ同窓会にご興味をもっていただき、昭和世代の同窓生に活躍ぶ

りをご披露ください。よろしくお願いいたします。 

 

 

〜工学女子パイオニアからの呼びかけ〜 

 
報告者： 岡部 憲子 （ 4 期工業化学  ）

同窓会への連絡はこちらから 
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2025年7月30日工学部11番教室においてグローバル人材育成プロジェクトのプレゼン審査が金子理

事、川中教授、柿崎同窓会長にもご臨席賜り行われました。応募者が各自自分の留学計画についてプ

レゼンを行われ、その結果下記の2名が採択され、工学部同窓会から一人当たり30万円の留学奨学金

が支給されます。 

今年は応募者が少なく、また採択された2名は三重大学の交換留学制度でそれぞれイギリス、スペイン

に半年以上留学することになっています。大学の留学制度と併用することがいいのかどうか議論がでま

したが、交換留学の場合学費はいらないものの大学からの支援金はわずかしか出ないということで同

窓会のこの奨学金も有効に使ってもらえるのならいいのではないかということで決まりました。 

来年度からも交換留学生も対象に留学支援をできたらと考えています。 

 

① 太田 康元  

三重大学工学部総合工学科建築学コース３年 

 留学先：スペイン ジャウメ一世大学 

    留学目的：大学の建築デザインや建築英語の授業を受講し、スペインにおける建築様式の理解を

深め、日本建築と融合させることを目指す。 

② 山口 翔大 

三重大学工学研究科情報工学専攻修士１年 

留学先：英国 セントラルランカシャー大学 

留学目的：Study Overseasプログラムで英語によるコミュニケーシ ョン能力を引き上げる。その合

間に関係する研究室の見学を行う。 

 

 短い間でも異文化に触れて様々な国の人とコミュニケーションをとる経験はきっと将来役に立つはず

です。健康に留意して思いっきり楽しんできてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告者： 田中 貢 （4 期電気）
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2025年9月から2026年1月にかけて、私はイギリスのセントラル・

ランカシャー大学に交換留学生として4ヶ月間留学しました。もともと

は、所属大学の協定校であるアメリカのノースカロライナ大学への留

学を予定していましたが、当時の政治的な不安定さを理由にプログラ

ムが中止となり、急遽イギリスに行き先を変更しました。今振り返って

みると、イギリスでの留学は私の価値観を大きく変えてくれた、とても

意味のある経験だったと感じています。 

 

大学はイングランド北部、マンチェスター近郊のプレストンという街

にあります。ロンドンほど知名度は高くありませんが、赤レンガ造りの

建物が多く、街全体にイギリスらしい伝統的な雰囲気が漂っておりと

てもいい街です。市街地がそれほど広くないため、買い物にも便利でした。 

 

大学は街から切り離された場所にあるのではなく、街の中に自然に溶け込んでいます。孤立した環境

に立地している日本の大学とは異なり、キャンパスと街が一体となっており、学生も地域住民も、日常生

活の中で入り交じっていました。 

 

最初に気づいた文化の違いは、イギリス人が見知らぬ人と接する際のコミュニケーションの取り方で

した。日本と比べると、イギリスでは気軽に話しかけてくる人がとても多いです。レジの店員さんやバスの

運転手、駅のホームで待っている人まで、よく声をかけてくれました。最初のうちは英語で素早く答える

余裕がなく、日常的な雑談でも緊張してしまうことがありました。しかし時間が経つにつれて、自然に会

話に加われるようになっていきました。また、イギリス人は日常のやり取りの中でも感情をオープンに表

現することが多く、そうした雰囲気のおかげで、間違いを恐れずに英語を話せるようになっていきました。 

 

交換留学プログラムでは、グローバリゼーションに関する授業と、各国の広告文化を比較する授業の

2科目を履修しました。本来は情報工学を専攻しているため工学系の授業を受けたかったのですが、1

学期のみの交換留学生には工学のモジュールが開放されておらず、残念に思いました。しかし、結果的

に有意義なものになりました。 

グローバリゼーションの授業では、政治・経済・文化・テクノロジーが国境を越えてどのように影響し合

っているかを学びました。講義中心ではなく、ディベートやロールプレイング活動が多く取り入れられて

おり、成績は2,000語のエッセイとクラスへの参加度で評価されました。あるロールプレイングでは、各

 

報告者： 山口 翔大 （情報工学１年）

プレストン駅の前の景色 
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学生が異なる国の立場に立って貧困問題について議論しました。クラスメートが多国籍だったこともあり、

議論は活発でした。同じテーマを学んでいても、文化的背景や国の経験によって意見が大きく異なるこ

とがわかりました。 

広告の授業では、世界各国のマーケティング戦略やメディア文化を比較しました。課題は1,500語の

レポートとグループプレゼンテーションで、グループメンバーは複数の国から集まっており、各国の広告

が社会的価値観をどのように反映しているかについて話し合いました。たとえば、日本の広告は調和や

間接的な表現を重視する傾向がある一方、イギリスの広告は直接的でユーモアのあるものが多い、とい

った違いがあります。多国籍のグループで活動するのは難しい場面もありました。コミュニケーションの

スタイルやチームワークへの期待がそれぞれ異なるため、役割分担を決めるだけでも時間がかかること

がありました。 

 

イギリスの学習スタイルは、日本で慣れ親しんできたものとは大きく異なりました。日本の授業では、

教授が説明する間、学生は静かに聞くことが多いです。それに対してイギリスの授業では、積極的に参

加することが求められました。授業中に自分の意見を述べたり、質問したり、他の学生の発言に反応す

ることが当たり前の雰囲気でした。そのため、授業前の予習や授業後の復習に多くの時間を費やさなけ

ればなりませんでした。特に学期の初めは、複雑な考えを英語で表現できるか不安になることもありまし

た。それでも、教授たちはとても親切で協力的で、丁寧に質問に答えてくれ、間違いを恐れずに発言する

よう学生を後押ししてくれました。 

 

学外での日常生活もとても印象に残っています。渡航前はよくイギリスの食事はまずいという話を聞

いていましたが、実際にはほとんどの食事は普通においしかったです。しかし、マーマイトや近所の中華

料理店などは私には合いませんでした。プレストンは中東系の移民が多い街で、ケバブをはじめとする

さまざまなエスニック料理を提供するレストランが充実していました。友人とよくそういったお店に足を運

んでいましたが、どれも手頃な価格でおいしく、各国の料理を試すことが日常の楽しみの一つになりまし

た。 

週末や休日には、機会があるたびにイギリス各地やアイルランドを旅しました。グラスゴー、ロンドン、

ダブリン、マンチェスターを訪れましたが、それぞれの街がまったく

異なる雰囲気を持っており、旅を通じてその多様性を肌で感じるこ

とができました。 

 

特に印象的だったのはロンドンでした。ピカデリーサーカスや大

英博物館など、教科書や映画でしか見たことがなかった場所を実

際に訪れることができました。街は世界各国からの観光客や、さま

ざまな文化的背景を持つ人々で活気にあふれていました。 

ダブリンではギネス・ストアハウスを見学し、歴史的な街並みを

歩き回りました。街全体にゆったりとした雰囲気が漂っており、夜

ロンドンのピカデリーサーカス 
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はパブでライブ音楽を聴くのを楽しみました。アイルランドはイングランドとは、アクセントや建築、街中で

の会話の雰囲気など、さまざまな点で異なっていました。

 

一方で、イギリスでの生活が常に順調だったわけではありま

せん。天気はしばしば曇りや雨で、気温も低い日が続きました。

冬になると日没がとても早く、日照時間が日本と比べて驚くほど

短かったです。こうした環境のせいで、体が疲れたり、何事にも

やる気が出なかったりする日もありました。日本食や家族、母国

語で話せる安心感が恋しくなることもありました。それでも、友

人たちが学期を通じてずっと支えてくれました。パブや飲食店な

どに誘ってもらったことで、孤独を感じずに済みました。 

 

もう一つの興味深い発見は、日本文化がイギリスでいかに広

く浸透しているかということでした。グラスゴーでは歌舞伎にイン

スパイアされたオペラが上演されており、スコットランドで伝統的な日本の文化テーマに出会うとは思っ

てもいなかったためとても驚きました。また、書店には大きなマンガコーナーが設けられていました。留学

前は、日本文化が海外でこれほど広まっているとは十分に認識していませんでした。 

 

今回の留学は、英語力だけでなく、様々な面で私を変えてくれました。4

ヶ月間毎日英語でコミュニケーションをとった結果、リスニングとスピーキ

ングのスキルは確実に上がりました。しかしそれ以上に、異なる背景を持つ

人々と関わる力が身についたと感じています。自分の考えをわかりやすく

伝えること、慣れない状況に対応すること、文化の壁を越えて人間関係を

築くことといった力を育むことができました。また、異国の地で様々な問題

を自力で解決しなければならない場面が多く、自立心も養われました。 

この経験を通じて、将来についても真剣に考えるようになりました。国際

的な場で活躍し、日本と世界の両方に

貢献できる人間になりたいと思っています。様々な国の人と出会うこ

とで、コミュニケーションと相互理解が今日のグローバル社会におい

ていかに重要かを痛感しました。イギリスでの日々は時に困難もあり

ましたが、この経験で得た自信と広い視野は、これからの人生におい

てもずっと活かしていきたいと考えています。 

最後になりますが、工学部同窓会の奨学金のおかげでとても有意義

な留学生活を送ることができました。同窓会を支えてくださっている

皆様に感謝申し上げます。 

最後に、このような貴重な機会を与えてくださった 三重大学工学

部同窓会 グローバル人材プロジェクトの関係者の皆様に、

心より感謝申し上げます。 

ギネス・ストアハウス 

本屋にて 

帰りに友人が見送ってくれました 
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私は2025年9⽉から2026年2⽉までの約半年間、⻄洋建築への理解を深めることを⽬的に、スペ

イン・バレンシア州にあるジャウメ⼀世⼤学へ留学する機会をいただきました。 

本報告では、スペインでの学びと⽣活を通して得た経験について述べさせていただきます。 

 

はじめに、留学先であるジャウメ⼀世⼤学について紹介します。同⼤学はバルセロナから南へ電⾞で

約2時間半の場所に位置する国際⾊豊かな公⽴⼤学で、多くの留学⽣が学んでいます。私は主に建築

構造や⻄洋建築史に関する授業を受講し、講義と現地視察を通じて、⻄洋建築が持つ空間構成やデザ

イン性について理解を深めました。三重⼤学の講義で学んだ建築作品を実際に⽬にすることで、これま

で平⾯図や写真でしか捉えられなかった建築が⽴体的な実体として迫ってくる感覚は⾮常に新鮮でし

た。 

特に印象に残っているのは、バチカン市国のサン・ピエトロ⼤聖堂前に広がるサン・ピエトロ広場を訪

れた際の体験です。ベルニーニポイントに⽴ち、知識として理解していた空間構成が実際の体験として

⼀致した瞬間の感動は忘れられません。多くの観光客が素通りしていく中で、「知っていること」「学んで

いること」が景⾊の⾒え⽅を⼤きく変えることを実感し、学ぶ環境に⾝を置けていることへの感謝が込み

上げました。 

 

次に、ヨーロッパでの⽣活について述べます。幼い頃から憧れていた地域での⽣活は毎⽇が刺激的

で、半年間があっという間に過ぎていきました。街を歩けば、歴史を感じさせる建物が連なる街並み、厳

かな教会、そして道端で会話や⾷事を楽しむ⼈々の姿など、どこを切り取っても学びに満ちていました。

また、ヨーロッパ内の移動距離が想像以上に近く、⾶⾏機を使えば数時間で主要都市へ⾏けることにも

驚かされました。 

⽣活の中でも特に思い出深いのは、現地⼤学でできた友⼈や、親しくなった教員ご家族と囲んで⾷べ

たスペイン料理の代表格・パエリアです。⾷事を通じて⽂化を共有し、深い交流ができたことは、留学⽣

活の⼤きな財産となりました。 

 

振り返れば、語学学習、ビザ申請、住居探し、友⼈関係の構築など、留学準備から現地⽣活まで、これ

まで経験したことのない挑戦の連続でした。特にスペインでは、⾃ら積極的に⾏動しなければ何も始まら

ず、時間だけが過ぎてしまうことを痛感しました。半年間の留学と、その準備期間を含めた1年半の経験

は、私にとって計り知れない価値を持つものとなりました。 

今後は、この経験を⾃⾝の学びや⾏動に⽣かし、さらに成⻑していきたいと考えています。 

 

報告者： 太田 康元 （建築 ３年）
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最後に、留学を⽀援してくださった三重⼤学同窓会の皆様、先⽣⽅、留学⽀援室の皆様、そしてスペ

イン側の関係者の皆様に⼼より感謝申し上げます。 
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2025年12月17日（水）に下記の要領で三重大学工学部同窓会研究支援成果報告会及び審査会を行

いました。  

報告は2025年の研究支援3件と会長賞１件、合わせて4件で、この一年間で得られた研究成果が披

露されました。また研究支援関係とは別に今年度は工学的な学生の活動１件についても試行的に助成を

しており、その報告も併せて実施しました。  

審査は来年の研究支援を希望される9件について行いました。審査の結果，研究支援として3件、会 

長賞として1件を採択、合わせて4件について50万円ずつを贈ることに決定しました。  

今後も同様に研究支援を行っていく予定です。次回も多くの応募をお待ちしております。今回試行的

に実施した工学的な学生の活動に対する助成も同窓会として意味のある取り組みであることが確認で

きたことから、公募の形で助成の枠を設けてはどうかという検討を始めたところです。これについては固

まり次第ご案内する予定です。  

 

スケジュール：  

15:00 冒頭ご挨拶 工学研究科 副研究科長 林田祐樹先生 

  

今年度採択分の成果報告(10分報告＋5分質疑）  

研究費支援テーマ（各50万円）  

15:05 ① 三岩 功季さん システム工学専攻・人間支援システム研究室 D1  

指導教員：池浦良淳 先生  

「車道上での自転車回避行動が自動車走行及び運転者に与える影響」  

15:20 ② 溝田 功先生  

「イミン類のラジカル異常付加反応の探索」  

15:35 ③ 佐藤公亮先生・立松純一朗さん 建築学専攻 准教授・M1  

「南海トラフ巨大地震を受ける冷間成形角形鋼管柱の多数回繰返し局部座屈挙動と耐震性

能」  

会長特別賞（50万円）  

15:50 ④ 山田 賢治さん 材料科学専攻・生体システム工学研究室 D1  

指導教員：稲葉忠司先生  

「結晶塑性論に基づく金属材料の変形挙動に関する研究」  

 

 

 

研究支援担当 松岡 守 （5 期電気）
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今年度採択分の学生活動成果報告(10分報告＋5分質疑）  

学生支援テーマ（30万円）  

16:05 ① 花村 智樹（B4）・明石 潤（B1） 総合工学科機械工学コース  

三重大学学生フォーミュラチーム「Tracers」  

顧問教員：池浦良淳先生  

「全日本学生フォーミュラ大会出場報告」 

休憩／審査会準備  

 

来年度応募分のプレゼンテーション（10分プレゼン＋5分質疑）  

16:30 ① 高木
た か ぎ

 優斗
ゆ う と

さん 工学部・工学研究科技術部 技術専門員   【会長賞】  

    「研究ミーティングの事前準備を支援するドメイン適応型AIエージェントの開発と評価」  

16:45 ② 山本
や ま もと

 峻句
し ゅ ん く

さん 量子ナノ機能化学研究室 M1  

    指導教員：八尾浩史先生  

    「電子顕微鏡のナノ粒子画像の効率的な輪郭線検出」  

17:00 ③ ZHANG
ち ょ う

 ZHILIANG
し り ょ う

さん 人間支援システム研究室 研究員  

    「AIによるみかんの識別と柔らかさの評価」  

17:15 ④ 牧野
ま き の

 和馬
か ず ま

さん 情報工学専攻 知能化ライフサポート研究室 M2  【研究支援】  

    指導教員：林田 祐樹先生  

    「上腕の筋活動から手指動作を推定するエッジＡＩ推論式義手の開発」  

17:30 ⑤ 宮崎
みやざき

 僚大
り ょ う た

さん 電気電子工学専攻・画像情報処理研究室 B4  

    指導教員：川中 普晴先生  

    「日常生活データを用いた認知機能低下の早期スクリーニングモデルの構築」  

休憩  

17:55 ⑥ 森川
もりか わ

 直
なお

哉
や

さん 情報工学専攻･動的生体情報応用研究室 B4  

    指導教員：湯田 恵美先生  

    「痛覚感応性を持った自律移動ロボットの実装と検証」  

18:10 ⑦ 北島
き た じ ま

 巧
た く

海
み

さん 電気電子工学専攻・画像情報処理研究室 助教  【研究支援】  

    「少子化対策に向けた地理空間情報を適応した高出生地域の特徴分析」  

18:25 ⑧ 中出
な か で

 捷
しょう

さん 電気電子工学専攻・量子回路テクノロジー研究室 特任助教 【研究支援】  

    「熱で駆動する超省エネ計算機の弱点を量子効果を用いて克服する理論基盤構築」  

18:40 ⑨ 井上
い のうえ

 愛
まなみ

さん 地域イノベーション学研究科工学ユニット・ヒューマンコンピュータ   

   インタラクション研究室 M2  

    指導教員：盛田 健人先生  

    「大規模医療AIモデルの実用化に向けた個人情報検出手法の構築」  

18:55 休会，審査  

審査結果発表，表彰  

19:15 再集合  

   会長より審査結果発表，目録授与  
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   ご講評 工学研究科 副研究科長 林田祐樹先生  

記念写真  

19:30 閉会  

 

※所属，学年は応募時のものです。  

 

 

左から 

松岡 守研究支援担当，中出 捷さん，北島巧海さん，柿崎賢一会長，  

高木優斗さん，牧野和馬さん，林田祐樹工学研究科副研究科長 
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2026年5月20日（水）に下記の要領で三重大学工学部同窓会学生団体活動支援審査会を行いまし

た。 

 2件の応募があり、審査の結果，2件とも採択，各30万円ずつを贈ることに決定しました。また申請書

には「経費以外の支援の希望」という記載欄を設けており、広報やOBの皆さんによる技術、物品、経費

の支援等の希望が記載されています。これらは追って三重大学工学部同窓会のウェブページや同窓会

誌「あの津から」に掲載することを検討しています。ご留意いただき、見かけられましたらご支援ご鞭撻

方私からもお願いいたします。 

 今後も同様に学生団体活動支援を行っていく予定です。学生の皆さん、より多くの応募をお待ちして

おります。 

 

スケジュール： 

15:00 冒頭ご挨拶 工学研究科長 今西誠之先生 

プレゼンテーション（15分プレゼン＋10分質疑） 

15:05 ① 中村 つかさ さん 電気電子工学コース 3年 

 M³RC（えむきゅーぶあーるしー） 

 「関西春ロボコン参加、キャチロボバトル参加、東

海地区交流ロボコン参加」 

顧問等教員：杉浦 徳宏 先生 

15:30 ② 新美 響也 さん 建築学専攻 修士1年 

 CraftSpace 

「タマキ・マナビ倉庫（玉城町にある空き倉庫）の利活用 / 

学生 BAR BAZOOKA（改修した空き家）の運営 / 

三重大学学際休憩所」 

顧問等教員：近藤 早映 先生 

15:55 休会，審査 

審査結果発表，表彰 

16:15 再集合 

   会長より審査結果発表，目録授与 

   ご講評 工学研究科長 今西誠之先生 

   記念写真 

16:30 閉会 

 

研究支援担当 松岡 守 （5 期電気）
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(下記の学生への支援は昨年の、年次総会の議題と提案されたもので、今年からは同窓会としては積極

的に支援をするテーマにして募集しました。) 

 

1.ご挨拶  

本大会に向けて、私たちは昨年度以上に多くの時間を費やし、設計・製作・検証に取り組んでまいりまし

た。しかしながら、シェイクダウンを完了できず、会場での走行に至ることができませんでした。この点に

つきましては、応援してくださった皆様のご期待に十分応えることができず、心よりお詫び申し上げます。  

一方で、2022年度の再結成から０からのスタートで実績がない中、私たちの活動に関心を寄せ、協賛

いただいたスポンサー様の存在があったからこそ、着実に一歩一歩前進することができました。心より御

礼申し上げます。  

また、学生自らの手で設計・製作したマシンを大会の舞台に立たせることができたこと、他大学チームと

の交流や審査員の先生方から直接いただいた講評は、私たちにとって大きな財産となりました。克服で

きなかった課題の悔しさを忘れることなく、必ず次年度の糧としてまいります。 

 私たちはまだ道半ばですが、「挑戦し続けること」こそが学生フォーミュラ活動の最大の意義だと考えて

おります。今回の経験を踏まえ、さらに強いチーム、信頼されるチームへと成長していけるよう努力を重

ねてまいります。  

初めての大会出場を実現できたのは、ひとえにスポンサーの皆さまのご支援のおかげです。今回の悔し

さを必ず次につなげ、来年こそは大会の舞台で走行を果たし、さらなる飛躍を遂げられるよう精一杯努

力してまいります。  

改めまして、日頃のご支援に深く感謝申し上げますとともに、今後とも変わらぬご指導・ご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。  

 

2.大会概要  

私たちの大会期間についてご報告致します。  

【日程】  

9 月8日  マシンを搬入  

9 月9日  コスト審査とデザイン審査  

9 月10日 プレゼン審査  

9 月11日 模擬車検  

9 月12日 エアロ到着＆スポンサー様ロゴ貼付完了  

9 月13日 集合写真撮影＆マシン搬出 

 

報告者： 井上 空郷 （機械 56 期）



 

51 

 3.大会期間の活動報告  

★ 9月8日(大会初日) マシンを搬入  

私たちの三重大学から愛知のスカイエキスポ(国際展示場)までスポンサー様のご協力で運搬していた

だきました。  

試走会や大会出場の経験が無かったため、搬入作業が不安でしたが、会場に無事マシンを並べること

ができました。 

★ 9月9日(大会2日目) コスト審査＆デザイン審査   

二日目には、マシンを製作する過程やマシンを作成する過程で得た気付きを審査するデザイン審査、学

生が事前に作成したマシンを作成するに必要なコストレポートが実際のマシンを交えて正確かを審査す

るデザイン審査に参加いたしました。マシンが完成していない為、加点とはなりませんでしたが、審査員

とのトークやフィードバックから多くの学びを得ることができました。 

★ 9月9日(大会3日目) プレゼン審査   

大会三日目はフォーミュラカーを設計し、販売する学生と、それを製造や投資する審査員を想定 

し、コンセプトに従ったプレゼンテーションするプレゼン審査に参加しました。昨年度もフォローアップ 

という形で参加しており、その経験を活かした実りの多いプレゼンテーションとなりました。  

★ 9月10日(大会4日目) 模擬車検  

大会四日目は模擬車検に参加致しました。（本来なら車検ですが、マシンが完成していなかった 

ため、現状のマシンで模擬的な車検を実施していただきました）  

大会に定めれられたルールに適合しているかをチェックしていただき、多岐に渡る改善点を指摘し 

ていただきました。  

★ 9月11日 (大会5日目)  エアロ到着＆スポンサー様ロゴ貼付完了  

搬入時には完成してなかったエアロパーツを大会期間中に完成させ、会場に持ち込み、スポンサー 

様のロゴを貼り、広報活動を行いました。   

 

 

 

 

★ 9月13日 (大会6日目)  集合写真撮影＆撤収  

大会最終日には参加した全てのマシンを会場に並べての集合写真撮影に参加致しました。  
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搬入もスポンサー様のご協力で無事

に完了しました。  

 

4.スポンサー掲示の様子  

サイドポッド及び、スポンサーボードに企業ロゴを掲

載させていただきました。 
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2026年5月20日に行われました三重大学工学部同窓会学生団体活動支援審査会に三重大学でロボ

ットを製作している団体、ロボコン部M³RC(エムキューブアールシー)として応募し、日頃の活動、直面

している課題等を工学部同窓会会長の柿崎様をはじめ、皆様の前でお話ししました。審査の結果、この

度、支援金をいただくことが決定いたしました。部員一同、感謝申し上げます。 

いただいた支援金でロボット製作のための部品を購入いたします。ありがとうございます。 

 

ロボコンとはロボットコンテストの略称で、主な活動内容は学生がロボットを製作し、大会に出場すること

です。私たち三重大学ロボコン部も大会に出場し、よりよい成績を残すことを目標に、日々ロボット製作

に励んでいます。この機会にロボコン部のことを知っていただき、応援していただけますと幸いです。よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

報告者： 中村 つかさ （電気 56 期）
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〇ご挨拶 

このたび、三重大学工学部同窓会学生団体活動支援に採択いただきました Craft Spaceと申します。 

皆様のご厚情により支援金30万円を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。 

メンバー一同、今回の採択を励みとするとともに、皆様からいただいたご支援への感謝を忘れず、その

期待に応えられるよう責任を持って活動に取り組んでまいります。 

改めまして、このたびのご支援に深く御礼申し上げます。 

 

〇活動内容 

 三重大学の建築学科に所属する学生が中心となり、以下の3つの活動を行っています。 

 

①タマキ・マナビ倉庫： 

三重県玉城町にある空き倉庫を活用することで、玉城町でステークホルダーを作り、地域図書館として

開園することを目的に活動しています。令和4年度から活動を始め、同年度では事業の立案から施設活

用の方向性とテーマが決定されました。その後、学生が中心となり家具作りや断熱材・石膏ボードの施

工、内壁の塗装などを行いながら、玉城町内の小学生を対象としたワークショップ（R6年度 クリスマス

パーティー、R7年度 栄徳塾＃1＆＃2, etc.）を数回企画・実施しています。本年度では、民間企業の

方と連携しながら、子上がりスペースや本棚の製作、天井の改修などを計画しています。 

Before                              After 

②学生 BAR BAZOOKA： 

空き家の有効活用に重点を置き、地域の文化的な拠点となることを目的に活動しています。2024年7

月から2025年1月31日オープンまで、第一期の改修を行い、「学生BAR BAZOOKA」 のBar空間

を作りました。今は、来店者や従業員、地域住民にとって過ごしやすい空間となるように自分たちで手を

 

報告者： 新美 響也 （建築 54 期）
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動かしながら改修を続けています。本年度は、水回りの改修計画と、玄関周りの改修、靴箱の作成など

を行う予定です。 

 

③三重大学学休憩所所： 

この活動の目的は学際期間中に休憩所を設け、来場者が快適に滞在し安らげる空間を提供することで

す。学祭期間中の休憩場所が少ないという課題とキッチンカーの裏の活用されない三翠ホール前広場

を活用することで学生の手で休憩所が作れないかと2024年の夏に考えたことがきっかけで始まり現在

も続いています。 

はじめの年は身近なものを使い、休憩に来た人も一緒に「つくる」ことができるつくる休憩所がコンセプト

で、ペットボトルや空き缶、竹といった身近な資源を活用し建築学生ではない人でも作ることのできる場

当たり的な休憩所を作成しました。２年目はコンセプトを引き継ぎつつ、より建築学科らしく構造を考え

安全なものを作成しました。 

また２年目では広場内でライブペインティングを行いました。これにより休憩するだけでなく、時間の経過

とともに楽しむ休憩所空間を演出しました。 

 

〇助成金以外の支援希望内容 

 活動に用いる道具・資材等を現物でのご支給をご検討していただけるような企業にお勤めの先輩方と

のご縁を求めております。また、上記活動内容に関してご関心をお持ちの方や、専門的な知識・技術をお

持ちの方、活動にご協力いただける企業・団体様がいらっしゃいましたら、ぜひお声がけいただけますと

幸いです。 
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訪問先 タイ・バンコク及びチェンマイ 

期間  9月16日～9月20日 

 

今年も海外研修を実施することができ、委員長として大変な達成感を感じています。 

参加して頂いた同窓生の方に改めてお礼を言いたいと思います。安全が担保でき、滞在期間、費用、

訪問先、観光地の有無などを考え決定するまでが大変です。 

学生諸君は世界を知る第一歩、先輩との交流のきっかけとして、長老方は若さのチェックの機会、ブ

チクラス会として、次回も是非参加をして頂きたく思います。(委員長) 

 

 今回、三重大学工学部同窓会主催の最新IT事情視察ツアー第5弾が、9月16日～9月20日で開催

されました。 

私は、工学部同窓会の援助をいただいて、今回のツアーに参加することができました。 

まず、同窓会の皆様に感謝を述べさせていただきます。このような貴重な経験をさせていただいきあ

りがとうございました。 

メンバーは三重大学工学部同窓会員が主で、添乗員さんが1人の計14人で、訪問先はタイのバンコク

及びチェンマイでした。 

 三重大学工学部の現役生である私には、工学部の諸先輩方との海外視察は自分の体験や思想にと

ても刺激的であり、かつ新たな視点や交流を与えていただけたと感じています。よって、それを今回のツ

アーの体験をもとに報告させていただきます。 

 

 一日目は中部国際空港からタイのスワンナプーム国際空港へ向い、乗り換えてチェンマイ空港へ到

着しました。一日目はほとんどの多くが移動の時間となってしまいましたが、それでも新しい経験を得る

ことができました。 

まず、初めての国際線で入国カードがデジタルとなっており、事前にパスポート番号や宿泊先、個人

情報などを記入しておくことができるようになっていました。このように、デジタルに置き換えることにより

効率化、時短化などを行っていることが理解でき、また、顔認証のカメラや指紋登録などもあり機器を用

いた効率化、セキュリティ強化などがなされておりタイはかなりのデジタル先進国なのではないかと驚き

ました。 

空港からバスでホテルまで移動し、とても美味しい夕食をいただきました。 

 

 
報告者： 柿崎 賢一 （4 期電気） 

吉岡 望大（55 期電気） 
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 二日目は、まずチェンマイ市内を視察し、プラシン寺院、チェルディアン寺院などを訪れました。ガイド

さんの説明を聞きチェンマイの歴史、寺院についての様々な知見を深めることができました。 

 次に、チェンマイ大学を訪問し、表敬ミーティングや校内視察をさせていただきました。チェンマイ大

学の職員さんや通訳のミッキーさんにより、チェンマイ大学を隅々まで説明してもらいました。チェンマイ

大学はかなりの広さを持ち、校内を視察するだけでもかなりの時間を要し、道中は同窓会員の質問が飛

び交い、それに対して丁寧に説明をしていただいたのでチェンマイ大学についてかなり多くのことを知る

ことができました。 

チェンマイ大学ではそれぞれの学部ごとに図書館があり、24時間勉強できるようになっていることや、

工学部だけでも約2000人ほどの学生がいることなど。チェンマイ大学は学生に寄り添った施設運営や、

活動を行っていることがわかり、チェンマイ大学の素晴らしさを知ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三日目は、チェンマイ空港からバンコクに移動し、住友電装、タイ現地法人SEWS-COMPONETS

様に訪問、工場見学をしました。 

ここでもかなりの驚きがあり、いろいろな交流を深めることができました。まず、住友電装様の歴史や

会社について説明、工場を見学をしました。 

「日本と海外の工場の違いはなんですか」と質問すると、「賃金の安さ、お客様の近くで製品を製造す

ることができる」などがあるという回答ありました。また、タイの現地の方と日本人と同じように工場で働

くということで、様々なことを教えることができ、ラジオ体操などを行っているということを知りました。 

 私は工場を見学して、工場は日本の工場と類似している点がかなり多いことがわかりました。逆に、

日本で行っていることを同じように海外の工場でおこなうことは、かなり凄いことなのではないかと気が

付き、住友電装、タイ現地法人SEWS-COMPONETS様の工場の運営技術は素晴らしいと感じました。 

 



 

58 

 四日目はバンコク市内のワット・アルン、午後にアユタヤ遺跡に見学しました。双方とも細かい建築

技巧や歴史的背景により荘厳な威厳、迫力があり、特にエメラルド寺院では、中国からの文化の伝来や

風土の文化の融合などが、建築物から感じ取ることができました。 

 5日目にはバンコク、スワンナプーム空港から中部国際空港へと帰路に着きました。 

 

今回のツアーにおいて私は二つの物を得ることができました。 

一つ目は、素晴らしい工学部同窓会の諸先輩方との交流です。とても、興味深い話や経験を聞かせ

ていただいて、様々な視点を持つことができるようになったと感じます。 

二つ目が、タイの文化の知識です。これは、今回のツアーによる視察や食文化、人との交流によりタイ

についての様々な知識を得ることによって広い知見を得ることができました。 

 これらの今回得たものを糧にして、日本だけでなくグローバルな視点を持ち、今後工学部生として努

力していきたいと思います。（吉岡） 
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昨年４月１６日、桑名市内において第一回「鈴伊高作の会」を開催しました。「鈴伊高作の会」は、一昨年

まで４４年継続開催していた「作花杯」の終回に伴い発足した会で、会の名称「鈴伊高作」は工業化学科

発足当時の１Fから４Fの各研究室主任教授であった鈴木先生、伊沢先生、高橋先生、作花先生のそれ

ぞれの頭文字をいただき命名したものです。 

当日は当時指導いただいた神谷先生、加藤先生、太田先生と工業化学科の１期から７期までの卒業生１

９名に参加いただきました。 

会食に先立ち桑名市観光協会の語り部ボランティアによる「六華苑」の見学し、その後、併設のレストラン

「ROCCA」に場を移して会食いたしました。会食時には、早川和久さん（７期卒業）が開発され、大阪万

博でも展示された「たべられるシャボン玉」の紹介もあり楽しく充実した会となりました。 

「鈴伊高作の会」は今後も毎年４月に開催してまいります。工業化学科の卒業生の皆さま、 

よろしければご参加をいただければ幸甚です。 

 

 

 

 

 

山田 秀樹 （5 期工業化学） 
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2023 年の津市での開催から2年ぶり、通算4回目となる大学クラス会を、2025年10月12日・13日

の2日間、長野市にて開催いたしました。 

今回は卒業生11名が参加し、秋の信州で再会の喜びを分かち合いました。  

初日は、長野駅に12時集合。再会の挨拶を交わした後、昼食をとり、午後は「松代大本営跡」を見学

しました。歴史の重みを感じながら、学生時代の思い出話にも花が咲きました。 

夜は「長野ホテル犀北館」にて宴会を開催。美味しい料理とともに、近況報告や昔話に笑いが絶えず、あ 

っという間のひとときでした。 

2日目は、宿坊にてガイドさんの案内で「善光寺」を参拝。静かな朝の境内を歩きながら、それぞれの

想いを胸に手を合わせました。昼食には、宿坊で心づくしの精進料理をいただき、心も体も整う時間とな

りました。 

最後は「来年も元気で再会を！」との声を掛け合いながら、次回開催地・岡崎での再会を約束して解

散となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部 豊 (3 期電気)



 

61 

 

2025年10月25日（土曜日）に名古屋駅前の「焼肉ホルモン 下町の牛」にて三重大学工学部同窓会を

開きました。  

総勢14名（内１名は、海外視察ツアーの添乗員をされた森川さんも参加）での開催です。 

今回は、初めて女性同窓会員が3名参加されました。 新しい同窓会員の仲間ができ今後が楽しみで

す。 

また化学7期の早川さんが開発し、今年開催された大阪万博に出展された、「触れる口にいれても安全

シャボン玉」の実演報告もあり、大変盛り上がりました。 講演等も行っているそうなので、興味がある方

は連絡してください。 

その他、海外視察ツアー・アメリカ横断旅行・インド旅行・マチュピチュ旅行等、楽しい話もあり、にぎや

かに過ごせました。 

来年の10月24日（土曜日）に同一場所で開催することになりましたので今回参加できなかった方も是

非参加していただきたいと思っています。 

 また、案内メールが届いていない方で、参加希望の方は、柿崎会長にメーリングリストへの登録をお願

いしてください。 

 

開催場所：焼肉ホルモン 下町の牛   日時：2025年10月25日（土曜日）17時 

住所：愛知県名古屋市中村区名駅４丁目24-24 名駅司ビル1階 

  名古屋駅ミヤコ地下街4番出口から徒歩1分、スパイラルタワーから徒歩2分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部長 横山 鉱一 (4 期電気)
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2025年10月29,30日に、御当地開催シリーズ第一弾として北陸/あわら温泉で1泊の1期生同期会を

19名参加で行いました。 

 1日目（10/29）は、夕食と懇親会に先立ち、逝去した5名の同期生を悼み黙祷を捧げ、その後プロジェ

クターを活用してドローンによる工学部紹介動画、当地の伝説“嫁威谷”を素材にした“鬼婆”動画鑑賞

会を実施、その後大部屋に全員が集まって2次会を開催しました。 

お互いの近況報告や時事問題に関して、侃々諤々の白熱した議論もありましたが、専らお互いの生存

確認と病歴自慢とに関心が集中していたような感がありました。 

  翌日は、ゴルフと観光に別れ、楽しい一日を過ごしました。 

 ゴルフ組は、スコアよりもティーグランドに立てる喜びを噛み締め、観光組は東尋坊を船から眺めるこ

とのできる健康に感謝し有意義な一日を全員で満喫しました。 

  今後も、皆の健康が続く限り毎年同期会ご当地開催シリーズを続け、60周年の節目には津で開催出

来ればと思っています。 

 来年は、淡路島での開催を計画しています。 

 

 

 

 

七加家 洋一 （１期電気）
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2025年12月6日(土)、吉祥CHINESE DINING 銀座インズ1で関東地区懇親会(忘年会)を開催し

ました。 

参加者は18名(1E：６名、1M：３名、2E：2名、3M：２名、4E：２名、5E：1名、7C：１名、12M：1名)。 

今回は部活繋がりで新たに12Mの方の参加があり、若干若返りましたが、相変わらず１期生が参加者の

半数で、中々広がって行かない状況です。皆さん同窓の親睦を深めませんか。 

新しいニュースがありました。参加者から、万博で実演披露された、食べても安全なシャボン玉に続き、

砂糖、卵を使用しない０カロリーメレンゲ風焼き菓子を開発したとのことでサンプルの提供がありました。

その場で食した方から“美味しい“との評価が挙がっていました。 

近況報告、健康談議、同窓会の活性化等々話題は尽きず時間切れでお開きとなりました。 

次回は来年7月第1土曜日（7月4日）を予定しています。皆様の参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石田 和春 （4 期電気）
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第5回目の10期化学科クラス会を、2年ぶりに開催しました。 

  24名の参加予定でしたが、直前に2名が体調不良のため欠席になり、結果22名の参加でした。理由

は、足の痛みと帯状疱疹でした。この年になると、色々と体に不調が出てくるようです。 

 そんなことで、今後もいつまで元気でいられるか分からないので、次回のクラス会も2年後に行おうと

いう話になりました。  

 毎回同じ会場で開催していますが、このご時世の諸物価高騰のせいで飲食代もかなり上がっており、

会費も値上げせざるを得ません。年金生活の方もいらっしゃるし、遠方の方は交通費も余分に掛かるの

で、会費はなるべく安くしたいです。そして郵便代も上がりました。 

 そんなことで、今回からはLINEで通知することにしました。ただ、全員が繋がっている訳でもないし、

やはり三分の一は郵送になりますが…  

 今回も新しく参加されるメンバーもいて、40年以上振りに会うので、懐かしさで一杯です。 

一人一人に近況を話してもらいましたが、仕事を続けている人、転職した人、完全にリタイヤした人と、

それぞれ色々な人生を歩んでいると感慨深い気持ちになりました。 

 会の後半は、席を離れて大勢の人に会話が広がり、大いに盛り上がりました。 

あっという間に3時間が過ぎ、集合写真を撮ってお開きになりました。 

中締めの挨拶は、「三重大、最高！」でした。  

 また二年後に皆様にお会いできるのが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野 清三 （10 期化学） 
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年１回恒例となっている同窓会、電気５期今年も元気一杯のつもりで開催いたしました。 

古希過ぎの面々、時期、場所も固定しつつ、安否確認のコンニチワです。 

参加できる喜びも一塩です。まだまだ飲めるとお酒を酌み交わし、それぞれ新鮮な情報と遠い過去の思

い出を振り返りながらの和気あいあいのひと時でした。  

話題は、今何している。まだ働いているのね。すごいねから始まって、やはり健康問題、年金、確定申告、

話題のＡＩも皆さん関心と活用がそれなりに進んでいます。さすが電気科出身、何とかついて行こうとす

る姿勢はプライドです。現実は老いを補完するツールとしては大変ありがたいです。  

この同窓会レポートは、ＡＩ任せではありませんよ。やはり生の報告は人間味があっていいです。  

こんな他愛もない会話をしているとアットいう間にラストオーダー、お時間です。そしてまた来年ねと別れ

て散会でした。 

 来年も健康で再開できますようにと念じながらの集合写真ベストショットです。 

 

 

 

平手 政俊（5 期電気） 
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巻二（実践編） 

 

序段 「ワルプルギスの後悔」 

 この曲は、英国のグループ、プロコル・ハルムのファースト・アルバムのラストに入っているインストルメ

ンタルの名曲で、作曲者はキーボード、主にハモンドオルガン担当のマシュー・フィッシャーである。ハモ

ンドオルガン、ギター、ピアノと順に盛り上げてゆき、ボーカルが無くても十分に満足出来る重厚で壮大

な曲となっている。自分もこのような楽曲が書ければなぁと、いつも思う。バッハ風のメロディーで陰鬱と

も感じるが、とにかく感動する。 

「ワルプルギスの夜」を検索すれば、ヨーロッパの行事についての説明がある。 

マシュー・フィッシャーは、彼のソロアルバムにも同じ傾向の「セパレーション」というインストルメンタル曲

を入れているが、これも感動的、それも映画の悲しいシーンにぴったりな名曲である。 

 

第一段 「ザ・キンクスとロック少年」 

 富山市に住んでいた1972年頃、寮の仲間とつるんで、とある喫茶店に、よく通っていた。 

その頃はレコードの時代で、マスターの趣味のLPの曲がお店にかかっていた。その中で、特に自分が気

になった曲の演奏者が、英国のロック・グループであるザ・キンクスである。その時代、英国のビッグネー

ムは、ザ・ビートルズ、ザ・ローリング・ストーンズであった。この二大グループではなく、ザ・キンクスがお

気に入りという高校生がいるとのマスターの話を聞いて少々驚いた。高校生には若干渋めだからであ

る。グループの初期のヒット曲は、ユー・リアリー・ガット・ミー、オール・オブ・ザ・ナイトなど、当時としては

激しい曲で、のちのハードロックの先駆けとは言えるので、高校生にとって波長が合ったのだろう。その

後、キンクスは、ノスタルジック路線というか、ほのぼのとした感じのメロディーの名曲、ウオータールー・

サンセットやサニー・アフタヌーンなどを出して、玄人好みだが、ある程度大衆受けするグループになって

行くのである。が、人気の出た彼らは、米国公演中に、行く先々のホテルで大騒ぎをやらかして、米国ツ

アーはしばらくできなくなった。グループの中心は、リードボーカル、ギターのレイ・デービス及びその弟

で、リードギター、ボーカルのデイブの兄弟で、主にレイが曲を書く。オアシスの例でもある通り、兄弟喧

嘩や、デイブの健康問題で、活動は近年なされていない。 

さて、そのお店のマスターは、中肉中背でお腹がいささか気になるようだったが、冬にスキーをやると少

しお腹がへこむと話していた。さて、どうだろう？自分は、50歳前くらいまでは、お腹が出ることはなく、

脇腹のほうが少しつまめるなと感じ出したら、いつの間にか、ポンポコリンとなって狸囃子、いくらスキー

をやっても元に戻ることはなかった。腹囲が85㎝を越えるとメタボ認定されるので、かなりやばい。レジ

ャー・スポーツでは、お腹をへこますのは無理だろう。 

 

岡崎 健 （１期電気）
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話変わって、このお店のお客さんで、カントリー＆ウェスタン・ミュージックをやる人達がいて、一緒にどう

だと誘われたので、練習会に出たことがある。和気あいあいで雰囲気は良かったのだが、果たしてこの

ジャンルの曲をやり続ける根性が自分にあるかと考えると、それは無いと思うので、グループ参加は辞

退することにした。それとは別に、店のアルバイトの女子高生の一人がキーボードとバック・ボーカルでバ

ンド活動をやっていて、ライブを観覧したことがある。バンド活動自体はうらやましく思うが、今の環境で

は、自分のロックは出来ないなと感じた。 

キンクス好きのそのロック少年には、結局、富山時代には、会うことがなかった。 

ある時、その喫茶店経由で、ギターの出物があったらしく、次の段に出てくる寮生仲間のS君が、米国ギ

ブソンブランドで1969年開発の、レスポール・プロフェッショナルというエレキギターのコピーモデル（日

本のグレコ製）を寮に持ち帰ってきた。マスターが、私にどうかという話らしい。店に来る誰かの委託品で

ある。ギターアンプを持っていないので、ステレオ装置のAUX端子につないで鳴らしてみたが、本来の

音は出て来ず、どうしたものかと悩んでいたら、日がたってしまい、結局返しに行ったのだが、マスターに

は、返すのが遅いと、ご不興を買った。今から考えると、買っておいても良かったかもしれない。かなりレ

アーな製品ではあったので、バンド活動をやっていたら買っていたかもしれない。このギターは、有名な

米国のブラスロック・グループであるシカゴのギター、ボーカルのテリー・キャスが使用していて、ピックア

ップがローインピーダンスで、ノイズが少ないのでミキサー直結のライン録りのレコーディングに適してい

るが、ギターアンプにつなぐには、専用ケーブルが必要で、面倒な代物だが、その専用ケーブルが付属し

ていたのかは、覚えていない。その後、トランスを内蔵しているので、ハイ／ロースイッチをハイ側に切り

替えるとギターアンプに接続可能なモデルが、レスポール・レコーディングで、1972年に登場した。。 

テリー・キャスは、ロシアンルーレット説も囁かれたのだが、銃の暴発事故で早くに亡くなった。 

ピックアップを含め、ここらへんの電気系統を全てコピー出来ているとしたら日本製恐るべし。まあ、70

年代以降は、米国有名ブランドのギターは、一部日本の製造メーカーがOEM供給するようになり、さら

に現在は、フェンダー社のギターの中には、例えば、ストラトキャスター・ジャパンモデルとして、堂々と販

売しているモデルもあるので、品質に関しては、優劣がつかないようだ。そして、米国グレッチのギター

は、今は完全に日本製かも知れない。 

ここで、良い楽器とは何か？について述べると、もちろん品質と性能が重要。 

加えて、今はビンテージ・ブームというのがある。生楽器だと木材の水分が抜けて年代を経る毎に、良い

音になる説、バイオリンの名器ストラディバリウスなどは、塗装のニスの厚さが良い音の秘密だという説。

ソリッドボディのエレキギターでもネックやボディ本体の木材部分の振動が、磁界を拾うマグネチックピッ

クアップにも影響を与える説。磁力が経年劣化するはずのピックアップなのに、1959年周辺のギブソン・

レスポール・スタンダードは、銘器として、お高い値段がついている。 

ちなみに、レスポール・モデルの開発者は、ジャズギター奏者のレス・ポール氏で、妻でギター、ボーカル

のメアリー・フォードと共に多くのヒット曲を1950年代に生み出している。 

 

第二段 お寿司とお酒 

 寮から少し離れたところに、アルコールを出さないお寿司屋さんがあった。そこは、カウンターのすぐ前

に、手を洗えるように水が流れるそうめん流しのような設備があって、風流かつ面白い趣向だなと感心

した店であった。 
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音楽好きな寮の仲間の一人S君が言うには、お酒無しの寿司屋は、つまらんらしい。自分としては、車で

行くから、別に問題ないと当時は思った。が今は、お寿司屋ではいつも飲んでいる私である。米国では、

飲食店でのアルコール提供の資格を得るのに高額を取られるようで、アルコールを出さないレストランが

ある。ニュージャージーでよく通った日本食レストランがそれで、予めお酒類を購入してから入店してい

た。 

富山市のそのお店、今もあるのだろうか？そして、お酒は出していないのだろうか？行ってみたい気が

する。さらに、お店ではどんな曲がかかっていたのか、覚えていない。昔は、和風の店は、民謡がかかっ

ていた記憶があるが、今は、静かなジャズが多いような。邪魔しない音楽が選ばれると言ったら失礼か。

飲食店での生演奏だと、聞く人がいないと演奏者はつらいと思うが、どうだろうか。 

 

第三段 暴走族とロックンロール 

 富山はなぜかロックンロールがメジャーらしい。暴走族に興味は無いが、音楽ジャンルとしてのロックン

ロールには、常習性がある。ロッカーは、バイクで、モッズは、スクーターというのが、60年代の英国特に

ロンドンでのはやりだったが。 

寮の仲間の内、２人はポピュラー音楽ファンで、そのうちの一人、先のS君は特に色々幅広く、はっぴいえ

んどから洋楽ロックまでの守備範囲で、キャット・スティーブンスも入っていたかな。このシンガーソングラ

イターは、のちにイスラム教に帰依して、ユスフとかいう名前に改名したが、いつしかシーンから消えてい

った。ボブ・ディランは、ユダヤ教から、キリスト教に改宗して、ノーベル文学賞を獲得したが、関係ない

か。 

米国とイスラエルのイラン叩きについて、ユダヤ人の彼に意見を聞いてみたい。彼には、戦争の親玉とい

うヒット曲が初期のフォーク時代にあるが、今はどう言いたいのだろう？まあ、金儲けの一環としての曲

の一つだと言うかも。笑えないが。片や、ボスという愛称のブルース・スプリングスティーンは、芸術的に

も、政治的にも、筋を通して来たし、これからもそうして生きて行くだろう。ずっと以前の佐藤栄作のノー

ベル平和賞の件は、さらに笑止千万。日本人として、恥ずかしい。一族の岸、安部しかり。 

S君や寮の先輩諸氏とは、私が富山から去ったあとも何シーズンかは、新潟のスキー場で一緒に滑って

いた記憶がある。 

さて、1972年の富山での数少ないコンサートで、記憶にあるのは、関西で活躍していた「都落ち」なるバ

ンドがまさに都落ちしてきて、対バンライブで観客を煽って頑張っていた光景が脳裏に鮮明に残ってい

る。東のキャロル、西の都落ちと言われていたそうなので、アマチュアながら人気実力があったようであ

る。そのライブの時の曲の歌詞のリフレインで、「喧嘩してー、喧嘩してー」という曲が思い出されるが、曲

のタイトルを調べたら、「雨上がりの町」というらしい。ライブで人気があったそうな。 

その後、都落ちを前身としてメリケン・ブーツという日本語ロックンロールバンドが誕生したらしい。 

 

第四段 富山湾と日本アルプス 

 富山湾は、急に深くなっているので、深海から岸まで多様な種類の魚介類が豊富に獲れる。白エビ、ホ

タルイカ、ひみ寒ブリ、紅ズワイガニなどが、有名。 

浜からの投げ釣りをやったことがあるが、素人の私には釣果は無かった。 
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その富山湾を背にすると、日本アルプスが雄大に聳えている。主に、立山連峰が立派な壁のようだ。古

代にここに住んでいた人々は、あの山を越えて行くなどは不可能と考えたに違いない。山裾までは、かな

り距離があるのだが、山容の並びが立派すぎて、圧迫感があり、閉じ込められているような感覚を生じ

る。進撃の巨人の町の壁か。それよりも、ずーっと遠くにあって、比較にならない位、高い壁なのだ。 

自分としては、精神的に良くないと感じた。 

県内では、黒部ダム、五箇村、高山祭、おわら風の盆、お隣の石川県では能登半島の千枚田、金沢など

には、観光で行った。残念ながら、黒部峡谷のトロッコ電車には、乗る機会が無かった。 

結局、冬には富山を去って、雪の高山越えをすることになるが、FFのノーマルタイヤでチェーンも巻か

ず、グングン登って行ったのだが、下り道になって、前の車のブレーキランプに反応して、不用意にブレー

キペダルを踏んでしまった。車は、左のガードレール側に突っ込んだが、積雪が多かったので、車の前方

が雪の壁に少し入り込んだだけだったので、すぐにバックしてもとのレーンに戻り、何事も無かったごと

く、太平洋側を目指した。それを目撃した対向車のドライバーは、目を白黒。 

もちろん、安全な所で、チェーンは装着した。あとは、慎重運転。 

山道をしばらく進むと、雪は無くなり、やがて快晴に迎えられた。 

やはり、雪や曇りより晴れる方が、精神的に良い。この気候や生活環境に関して言うと、太平洋側 い・

い・ね。by クレージー・ケン・バンド？？ 

郷里の鳥取市でも冬は雪が降るが、富山市のようないつもどんよりとした曇りが続くことは、無かったと

思う。 

愛知県からは、高速道路となり、快調なドライブを満喫して神奈川県に入った。カセットテープ式のカー

ステレオもまだ付けていなかったから、カーラジオの音楽を聴いていたと思うが、覚えていない。高速道

路なら、鉄板の ハイウェイ・スターby DEEP PURPLE、一般道なら、ロードハウス・ブルースby 

THE DOORS あたりがベストか。 

その年の神奈川の冬はあまり寒くなかった。 
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中学3年の時に従兄から電気の面白さを教わり、高校入学と同時に物理クラブに入りました。物理部の

実態はアマチュア無線クラブで、すぐに私も最も簡単な電話級アマチュア無線の国家試験に合格しまし

た（コールサイン JH2BJL）。親に頼んで、確か3万円ほどの送信出力1Wのトランシーバー（50MHz）

を買ってもらい、昼休みにはクラブ室から近くの高校と交信を毎日のように楽しんでいました。家に帰っ

てからもすぐにトランシーバーの電源を入れ、同世代の高校生と交信を楽しんだものです。時には太陽

の黒点や電離層の異常により、アメリカやオーストラリアとつながり、大喜びした記憶があります。 

 

その延長で三重大工学部電気工学科に進みました。大学の

授業でプログラミングになじめず、重電機器メーカーに就職

しました。そこで新規事業としてコンピュータシステム部門の

立ち上げで、事業化の創業期に携わることができました。幸

運にもその会社でシステム事業のスタートアップを学ぶこと

ができたのです。10年後に退職し、自分のシステム開発会社

を立ち上げ、独立しました。それから40年が過ぎ、現在に至

っています。 

 

アマチュア無線は何度か再開を試みましたが、仕事が忙しか

ったことや、プロとして電気関連に携わってきたため趣味とし

ての関心が薄れ、続けられませんでした。ただ、25年前に自

宅を建てる際、念願のアンテナを設置しました。 

その後20年が過ぎ、シニア世代となり「今度こそ」と思い、1

級免許（出力1000Wまで可能）を取得しました。さらに市販

されている最高級の無線機（送信出力200W）を入手しましたが、それでも趣味として十分に楽しむま

でには至りませんでした。 

 

そんな折、世界中でコロナが蔓延していたころ、偶然「FT8」という交信方式を知りました。これは肉声や

モールス信号ではなく、無線機とパソコンを接続し、メッセージをデータ通信でやり取りする方式です。

二人のノーベル賞受賞天文学者が考案したものだそうです。小出力でも遠方と交信できる画期的な方

法です。 

 

柿崎 賢一 （4 期電気）
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私はこれに夢中になりました。この数年（202６年6月末現在）で256カ国、63,277局と交信することが

できました。交信数の世界ランキングでは1,６00番台。登録局は数十万あるので、自分でも驚いていま

す。 

交信相手は、初めての局のみを対象としています。 

交信の多い国は、日本（11,578局）、中国（8,572局）、ロシア（7,546局）、アメリカ（6,677局）、インド

ネシア（4,725局）、オーストラリア（2,437局）、ドイツ（1,711局）、フランス、イタリア、ブラジル、アルゼ

ンチン、ウクライナ、イギリスなどです。 

交信バンドは多い順に、15ｍ（20,762局）、２０ｍ（19,973局）、４０ｍ（11,338局）です。 

交信時間は、日本時間で私の通常の生活時間のみで、季節・時間帯の変化は特に気にしていません。 

最近では新しい国との交信はなかなか難しくなっています。アマチュア無線の世界にはおよそ350カ国

があり、そのうち残っているのは大国の領土に点在する離島ばかりです。そこには定住するアマチュア

無線家がいないため、移動して運用する方の電波を待つしかありません。 

世界には多くの利用者がいて、インターネットを通じて交信情報やカード交換が可能です。交信記録も

世界レベルで効率的に管理され、地図上にプロットされるほか、各種のアワードが用意されており、長く

楽しめる仕組みがあります。 

 

やっと高校時代の憧れだった趣味を満喫できるようになりました。老後の楽しみができたことを嬉しく思

っています。最近は若い人があまりやらないようで、コールサインから推測すると同年代の方が多いよう

です。おそらく同窓生にも現役のアマチュア無線家がそれなりにいると思います。連絡をお待ちしていま

す。 

連絡先は JH2BJL@gmail.com です。 

 

参考までにFT8の説明

https://www.jarl.org/Japanese/0_JarlNews/Digest/pdf/JN2019WIN_1_ft8.pdf 
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令和 7 年 4 月 30 日 

工学部同窓会 会計報告 
 

 会計期間： 令和 6 年 4 月 1 日 ～ 令和 7 年 3 月 31 日 

 

 収入の部 

令和 5年度からの繰越 

預貯金                            49,959,416 円 

現金                               19,206 円 

会費（令和 6年度入会金）                       4,092,964 円 

雑収入 

  利息                                 19,417 円 

合 計                            54,091,003 円 

 

 支出の部 

運営費 

  事務費                            3,713,990 円 

  会議費                               84,660 円 

  ホームページ維持費                       1,353,000 円 

    事業費 

      会誌発行                              4,259,354 円 

卒業・修了記念写真配布                      587,520 円 

会員のネットワーク化                       256,000 円 

研究・奨学補助                         2,227,500 円 

視察旅行                            1,300,000 円 

グローバル人材育成                      750,000 円 

年次総会実行                            68,680 円 

その他                                                      747,120 円 

    令和 7年度への繰越 

      預貯金                             38,723,973 円 

      現金                               19,206 円 

合 計                             54,091,003 円 

 

 

 

 

                   工学部同窓会 会長 柿崎賢一 

                   工学部同窓会 会計 川中普晴、中西栄徳 
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会 計 監 査 報 告 書 

 

 

 

三重大学工学同窓会 会長 

  柿崎 賢一 殿 

 

 

 会計監査は，三重大学工学部同窓会の会則第 7 条ならびに同会の会計

規則第 23 条の規定に基づき，当会の 

 

令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日 

 

までの会計報告書の収支決算の内容について監査したところ，決算は正

確かつ適切であることを認めます． 

 

 

会計監査 岡崎 健    (1 期電気）                 

メールにて監査報告・承認を得ております。

会計監査 井上 正則 （3 期電気）    

メールにて監査報告・承認を得ております。              
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令和 8 年 4 月 30 日 

工学部同窓会 会計報告 
 

 会計期間： 令和 7 年 4 月 1 日 ～ 令和 8 年 3 月 31 日 

 

 収入の部 

令和 6年度からの繰越 

預貯金                            38,723,973 円 

現金                               19,206 円 

会費（令和 7年度入会金）                       8,282,040 円 

雑収入 

  利息                                 63,665 円 

合 計                            47,088,884 円 

 

 支出の部 

運営費 

  事務費                              512,413 円 

  会議費                               70,480 円 

  ホームページ維持費                       1,386,000 円 

    事業費 

      会誌発行                              4,449,438 円 

卒業・修了記念写真配布                      619,600 円 

会員のネットワーク化                       220,000 円 

研究・奨学補助                         3,027,500 円 

視察旅行                            1,400,000 円 

グローバル人材育成                      730,500 円 

年次総会実行                            62,430 円 

その他                                                    1,109,148 円 

    令和 8年度への繰越 

      預貯金                             33,482,169 円 

      現金                               19,206 円 

合 計                             47,088,884 円 

 

 

 

 

                   工学部同窓会 会長 柿崎賢一 

                   工学部同窓会 会計 川中普晴、中西栄徳 
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会 計 監 査 報 告 書 

 

 

 

三重大学工学同窓会 会長 

  柿崎 賢一 殿 

 

 

 会計監査は，三重大学工学部同窓会の会則第 7 条ならびに同会の会計

規則第 23 条の規定に基づき，当会の 

 

令和 7 年 4 月 1 日から令和 8 年 3 月 31 日 

 

までの会計報告書の収支決算の内容について監査したところ，決算は正

確かつ適切であることを認めます． 

 

 

 

会計監査 岡崎 健    (1 期電気）              

メールにて監査報告・承認を得ております。

会計監査 井上 正則 （3 期電気）    

メールにて監査報告・承認を得ております。              
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広告募集 

お問い合わせは 

contact@mie-projectm 

プロジェクト M まで 

保 存 率 の 高 い 

同 窓 会 会 報 誌 で 

P R し ま せ ん か ？ 
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工学部同窓会のホームページの QR コード 

 

 

 

三重大学ホームページには工学部及び工学部同窓会に関する様々な情報が掲載されています。今年度

から工学的な活動を行う学生団体活動支援という取り組みを始めました。採択された団体から工学部

OBの支援を求める記事も掲載されています。ぜひ一度アクセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

三重大学工学部同窓会では、同会則の改正を検討しております。今後の円滑な運営に向け、同窓生の

皆様・関係者の皆様からのご意見や情報を参考とさせていただきたく、特設ページを開設いたしました。

詳細の確認、およびご意見・近況のご報告につきましては、以下のQRコードより特設ページへアクセス

をお願いいたします。 

※特設ページへのアクセスおよびご回答には、「会員番号」または「卒業年」等の入力が必要です。 

※同窓会特設ページ、またはホームページに掲載のメールフォームでは、会員の皆様の「住所変更・改

姓等の各種手続き」も年中無休で受け付けております。お引越し等で登録情報が変わられた際の手続

き方法についても、上記QRコードよりご確認いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会則改正案の QR コード 特設ページの QR コード 



 

83 

 

 

 

 

「あの津から」復刊第13号をお届けします。今号も編集委員と会員の皆様のご協力に支えられての刊行

となりました。あらためて御礼を申し上げます。 

今号で新しかったのは、「工学部同窓生 女性活躍の集い」の発足についてのご寄稿です。理系を志す

女性はまだ数が少なく、母校も女子学生の募集に力を注いでいると聞きます。卒業後も世代を越えて繋

がれる場をつくることは、同窓会の大切な役割だと感じています。 

研究室訪問も号を重ねました。暮らしを豊かにする研究、人のための研究に取り組む後輩たちの姿に、

同じ学窓に学んだ者として誇らしい思いがします。留学生とも和やかに、楽しく厳しく研究へ向き合う現

場に、母校のたしかな歩みを感じました。 

最後に原稿募集を。先輩方の振り返りに加え、若い卒業生や在学生の声も、近況のひと言で構いませ

ん。ご連絡をお待ちしています。(柿崎) 

 

三重大学工学部同窓会誌 

あの津から 

―――――――――――――――――――――― 

発行日 2024年7月1日 

三重大学工学部同窓会 

会  長 柿崎 賢一 （第 ４期電気工学科） 

編集委員会 

委員長 金子 聡 （第20期工業化学科） 

委  員 岡崎 健 （第 1期電気工学科）  

     堀尾 隆 （第 1期電気工学科） 

     松原 辰巳 （第 ２期工業化学科） 

     奥田 英次 （第 2期工業化学科） 

     野呂 雄一 （第12期電気工学科） 

     若林 哲史 （第13期電気工学科） 

     中西 栄徳 （第23期機械工学科） 

 

本同窓会誌のバックナンバーは、三重大工学部同窓会のWEBサイトでご覧いただけ

ます。https://www.dousoukai-mie-ueng.org/ 

本書の内容の全部または一部を、著者の許可なく複製、転載、翻訳、改変することを

禁じます。 

 

発行日 2026 年 7 月 31 日 



前号の裏表紙に「おまけ」として三重大工学部から見た神島の手前の海上に浮かぶ構造物の写真を載せました。これは正式名称を「伊勢

湾湾西観測機器」といい、伊勢湾の水質を定点観測している機器（ブイ）でした。、北緯34°41′41.8″、東経136ﾟ38′9.8″の水深29mの

海底に固定されています。 海上に出ている部分の高さは約9mです。撮影場所の工学部6号館からの距離は11.3kmで、神島47.2kmよりか

なり手前ですが、見事に同一直線状に位置しています。 観測器の詳細は以下のHP（URLとQRコードを掲載）で確認できます。

前号の解答

今号の表紙写真は講堂（三翠ホール）とともに整備された工学部の前庭にあるモニュメント「5つのささえあうかたち」です。三重大学の5つ

の学部を象徴しています。例年，卒業式の集合写真はこの前で撮影しています。

https://www.dousoukai-mie-ueng.org/

https://www.isewan-db.go.jp/REAL_WEB/REAL_WEB_buoy/manual/伊勢湾湾西観測機器について.pdf


